
編
集
後
記

交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備

調

査

特

別

委

員

会

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策

調

査

特

別

委

員

会

災
害
・
オ
ウ
ム
対
策

調

査

特

別

委

員

会

エ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

調

査

特

別

委

員

会

報
　
告

★凡例

事務局長席 議　長　席
演　壇

　

第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
交
通

網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査
特
別
委
員

会
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
調

査
特
別
委
員
会
、
災
害
・
オ
ウ
ム
対

策
調
査
特
別
委
員
会
及
び
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間
報

告
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
交
通
網
の
整

備
及
び
誘
致
促
進
並
び
に
都
市
基
盤

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

都
市
交
通
施
策
に
つ
い
て

　

公
共
交
通
空
白
地
域
等
へ
の
対
応

と
し
て
、
花
畑
周
辺
地
域
で
の
バ
ス

交
通
検
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
周
知
等
に
努

め
、
収
支
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
交
通
の
ニ
ー
ズ
が
低

い
入
谷
・
鹿
浜
地
区
は
、
今
後
も
丁

寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
地
域
や

利
用
者
の
特
性
、
需
要
に
応
じ
た
交

通
手
段
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
移
動
制
約
者
に
対
応
し

た
移
動
環
境
等
の
課
題
が
多
く
、
今

後
も
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
化
及
び

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
の
営
業
線
全
線
高

架
化
で
踏
切
が
解
消
し
、
新
駅
舎
の

供
用
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　

幹
事
長　
　
　

新
井　

ひ
で
お

　

副
幹
事
長　
　
　

長
澤
こ
う
す
け

　

同　
　
　
　
　
　

く
じ
ら
い　

実

　

同　
　
　
　
　
　

杉
本　
　

ゆ
う

足
立
区
議
会
公
明
党

　

団　
　

長　
　
　

た
が
た　

直
昭

　

幹
事
長　
　
　

長
井
ま
さ
の
り

　

副
幹
事
長　
　
　

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

　

同　
　
　
　
　
　

吉
田　

こ
う
じ

　

同　
　
　
　
　
　

さ
の　

智
恵
子

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　

団　
　

長　
　
　

ぬ
か
が　

和
子

　

幹
事
長　
　
　

は
た
の　

昭
彦

　

副
幹
事
長　
　
　

西
の
原
え
み
子

　

同　
　
　
　
　
　

山
中　

ち
え
子

足
立
区
議
会
立
憲
民
主
党

　

幹
事
長　
　
　

鈴
木　

あ
き
ら

　

副
幹
事
長　
　
　

お
ぐ
ら　

修
平

　

同　
　
　
　
　
　

銀
川　

ゆ
い
子

足
立
区
議
会
議
会
改
革
を

　
　
　
　
　
全
力
で
推
し
進
め
る
会

　

幹
事
長　
　
　

長
谷
川
た
か
こ

　

副
幹
事
長　
　
　

土
屋　

の
り
こ

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
議
長
・
副

議
長
の
選
出
を
は
じ
め
、
各
委
員
会

委
員
等
の
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
派
役
員
変
更
に
伴
い
、

広
報
委
員
会
の
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
読
み
や
す
く
、
分
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
広
報
委
員
会
委
員
】

（
議　
　
　

長
）　　

工
藤　
　

哲
也

（
副　

議　

長
）　　

た
が
た　

直
昭

（
議
会
運
営
委
員
長
）　　

新
井　

ひ
で
お

長
澤
こ
う
す
け　
　

ぬ
か
が　

和
子

く
じ
ら
い　

実　
　

は
た
の　

昭
彦

長
井
ま
さ
の
り　
　

鈴
木　

あ
き
ら

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ　
　

長
谷
川
た
か
こ

鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
等
で
早
期
の

事
業
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
高

架
下
や
駅
前
広
場
の
整
備
等
、
誰
も

が
住
み
や
す
く
、
訪
れ
た
い
ま
ち
を

実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鉄
道
路
線
網
の
強
化
等
に
つ
い
て

　

地
下
鉄
８
号
線
の
延
伸
及
び
環
七

高
速
鉄
道
実
現
の
た
め
、
関
係
自
治

体
が
協
調
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
課
題
の
整
理
と
問

題
点
の
検
討
、
早
期
実
現
に
向
け
た

促
進
大
会
等
を
強
化
し
、
地
域
の
機

運
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
と
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
混
雑
の
解
消
を
引

き
続
き
強
く
要
請
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
鉄
道
及
び
バ

ス
路
線
網
の
誘
致
・
拡
充
や
新
た
な

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
等
に
向
け
、

調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て

　

区
は
令
和
４
年
１
月
改
定
の
「
足

立
区
待
機
児
童
解
消
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
」
で
、
保
育
需
要
の
予
測
を

見
直
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童
が

希
望
の
保
育
施
設
へ
入
所
で
き
る
計

画
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
今

後
も
、
予
測
困
難
な
保
育
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
施
策
へ
反

映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

教
育
・
保
育
の
質
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
私
立
保
育
施
設
へ
の
経
済

支
援
や
、
施
設
等
へ
の
指
導
検
査
等

の
拡
充
・
強
化
が
必
要
で
す
。
い
づ

み
保
育
園
の
保
育
士
大
量
退
職
や
社

会
福
祉
法
人
朝
陽
会
（
旧
南
流
山
福

祉
会
）
の
不
適
切
な
法
人
運
営
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
再
発
防
止
等
を
各

法
人
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

学
童
保
育
室
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
学
童
保
育
室
の
入
室

申
請
件
数
が
区
全
体
の
受
入
可
能
数

を
再
び
上
回
り
ま
し
た
。
地
区
ご
と

の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
適
切
な
施
設

の
整
備
・
運
営
を
望
み
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
に
若
年
者
支
援
協

議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
や
専
門
性
を
生
か
し
た
効

果
的
な
支
援
を
期
待
し
ま
す
。

妊
産
婦
支
援
に
つ
い
て

　

区
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
着
実
に
実
施

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
「
宿
泊
型
」

産
後
ケ
ア
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
後

は
実
施
機
関
の
拡
大
や
対
象
者
の
拡

充
、
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を

望
み
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
喜
び
が
実
感
で
き
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、
調
査
研
究
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
災
害
対
策
、

放
射
能
対
策
及
び
オ
ウ
ム
真
理
教

（
ア
レ
フ
）
対
策
等
に
関
す
る
調
査

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

災
害
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

区
は
水
害
時
避
難
所
運
営
手
順
書

の
策
定
等
を
行
い
、
ま
た
新
災
害
情

報
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
避
難
所

や
輸
送
等
の
協
力
体
制
、
情
報
収
集
・

発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
台
風
19
号
の
課
題
を
検

討
・
整
理
し
、
部
会
を
水
防
体
制
推

進
本
部
に
再
編
し
ま
し
た
。
よ
り
一

層
の
対
策
に
向
け
、
個
別
避
難
計
画

書
の
作
成
支
援
状
況
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

区
有
施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質

埋
設
情
報
の
一
元
管
理
や
放
射
線
量

測
定
結
果
の
情
報
発
信
、
低
減
対
策

等
を
実
施
す
る
一
方
、
地
域
防
災
計

画
の
放
射
性
物
質
対
策
に
関
す
る
内

容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
に
感
染
症

対
策
等
が
追
記
さ
れ
、
震
災
編
と
風

水
害
編
の
２
編
に
分
け
、
令
和
３
年

度
修
正
版
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

区
は
新
規
策
定
や
既
存
計
画
見
直

し
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
区
民
を
守
る
た
め
に
、

若
者
や
女
性
、
事
業
者
等
を
含
め
た

地
域
全
体
と
連
携
し
た
活
動
の
推
進

を
要
望
し
ま
す
。

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
に

つ
い
て

　

国
へ
の
要
請
活
動
等
が
実
を
結
び
、

令
和
３
年
１
月
に
公
安
審
査
委
員
会

に
よ
る
観
察
処
分
が
更
新
さ
れ
ま
し

た
。
住
民
協
議
会
活
動
へ
の
協
力
、

支
援
の
継
続
と
早
期
解
散
に
向
け
た

対
策
の
強
化
を
求
め
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
安
全
・
安
心

な
区
民
生
活
を
推
進
し
、
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
検
討
、
実
行
し
て
い
く

た
め
、
調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
エ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

各
地
域
の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

千
住
エ
リ
ア
は
、
北
千
住
駅
東
口

周
辺
の
再
開
発
の
動
き
や
、
千
住
大

橋
駅
周
辺
等
の
開
発
計
画
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
各
地
区
の
課
題
を
整
理

し
た
計
画
策
定
を
要
望
し
ま
す
。

　

綾
瀬
・
北
綾
瀬
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

綾
瀬
ゾ
ー
ン
は
、
綾
瀬
小
学
校
に
地

域
開
放
型
図
書
室
が
開
設
予
定
で
あ

り
、
選
ば
れ
続
け
・
住
み
続
け
た
い

ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

北
綾
瀬
ゾ
ー
ン
も
駅
前
交
通
広
場

及
び
商
業
施
設
の
開
設
等
に
向
け
進

ん
で
お
り
、
今
後
は
各
ゾ
ー
ン
の
役

割
の
違
い
を
明
確
に
し
、
各
々
が
連

携
し
た
回
遊
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

要
望
し
ま
す
。

　

六
町
エ
リ
ア
は
、
六
町
駅
前
安
全

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ろ
く
ま
る
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
ち

の
強
み
を
生
か
し
た
エ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

江
北
エ
リ
ア
は
、
大
学
病
院
を
核

と
し
た
戦
略
的
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

と
周
辺
環
境
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　

花
畑
エ
リ
ア
は
、
花
瀬
橋
や
親
水

拠
点
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

各
分
野
に
お
け
る
積
極
的
な
大
学
連

携
等
を
要
望
し
ま
す
。

　

竹
の
塚
エ
リ
ア
は
、
鉄
道
全
線
が

高
架
化
さ
れ
、
新
駅
舎
の
供
用
も
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
関
係
機

関
と
協
議
を
密
に
し
、
駅
東
西
が
一

体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

西
新
井
・
梅
島
エ
リ
ア
は
、
西
新

井
駅
西
口
駅
ビ
ル
建
て
替
え
等
、
東

武
鉄
道
と
の
交
渉
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
西
新
井
公
園
の
都
市
計
画

変
更
等
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
等
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
建
設
的
な
議

論
を
よ
り
一
層
重
ね
、
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令和４年（2022年）7月 10 日 第 311号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

会
派
役
員
の
紹
介

◇
特
定
調
停
事
件
に
関
す
る
合
意
に

　
つ
い
て

　
　

生
活
保
護
法
第
63
条
に
基
づ
く

　

生
活
保
護
費
返
還
金
の
弁
済
に
つ

　

い
て
、
調
停
条
項
を
締
結
し
、
調

　

停
に
合
意
す
る
も
の

区議会だよりは、年６回の発行を予定しています。

市
川
お
さ
と

３
中
島
こ
う
い
ち
ろ
う

２
へ
ん
み
圭
二

１

長
澤
こ
う
す
け

14
く
じ
ら
い
実

13
杉
本　

ゆ
う

12
に
た
な
い
和

11
し
ぶ
や
竜
一

10
石
毛
か
ず
あ
き

９
水
野
あ
ゆ
み

８
長
谷
川
た
か
こ

７
土
屋
の
り
こ

６
横
田　

ゆ
う

５
き
た
が
わ
秀
和

４

か
ね
だ　

正

28
鹿
浜　
　

昭

27
工
藤　

哲
也

26
た
だ　

太
郎

25
伊
藤
の
ぶ
ゆ
き

24
岡
安
た
か
し

23
く
ぼ
た
美
幸

22
佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

21
吉
田
こ
う
じ

20
さ
の
智
恵
子

19
大
竹
さ
よ
こ

18
銀
川
ゆ
い
子

17
西
の
原
え
み
子

16
山
中
ち
え
子

15

白
石　

正
輝

45
せ
ぬ
ま　

剛

44
新
井
ひ
で
お

43
古
性　

重
則

42
吉
岡　
　

茂

41
渡
辺
ひ
で
あ
き

40
高
山
の
ぶ
ゆ
き

39
渕
上　
　

隆

38
小
泉
ひ
ろ
し

37
た
が
た
直
昭

36
い
い
く
ら
昭
二

35
長
井
ま
さ
の
り

34
鈴
木
あ
き
ら

33
お
ぐ
ら
修
平

32
浅
子
け
い
子

31
ぬ
か
が
和
子

30
は
た
の
昭
彦

29

※へんみ圭二議員、
　土屋のりこ議員、
　長谷川たかこ議員、
　水野あゆみ議員、
　石毛かずあき議員、
　しぶや竜一議員の
　議席番号が６月８
　日付で変更になり
　ました。

足
立
区
議
会
議
席
図
（
令
和
４
年
７
月
現
在
）

足立区議会
自由民主党

足立区議会
公　明　党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
立憲民主党

足立区議会議会改革を
全力で推し進める会 無　会　派


